


腫
営
感
覚
に
よ
る
行
財
政
運
営
を

　
平
成
８
年
度
西
桂
町
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て
の
賛
成
討
論
を
行
い
ま

す
。
昨
年
度
と
比
較
し
て
、
歳

入
は
ｕ
・
６
％
の
滅
少
、
歳
出

は
１
３
・
７
％
の
減
少
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
減
額
の
理
由
と
し
て
は
い
き

い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建

設
完
了
に
伴
う
普
通
建
設
事
業

の
大
幅
な
減
額
で
あ
り
、
限
ら

れ
た
財
源
、
限
ら
れ
た
予
算
の

中
で
当
初
予
定
し
て
い
た
事
業

を
概
ね
執
行
で
き
た
も
の
と
理

解
し
て
お
り
、
町
長
始
め
と
す

る
当
局
の
ご
努
力
に
対
し
、
改

め
て
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。
町
長
の
提
唱
さ
れ

る
「
経
営
感
覚
を
取
り
入
れ
た

効
率
的
な
行
財
政
運
営
」
の
言

一
般
会
計
賛
成
討
論

葉
ど
お
り
、
限
ら
れ
た
自
主
財

源
の
中
で
極
力
無
駄
を
省
き
、

中
学
校
建
設
整
備
基
金
。
公
共

施
設
整
備
基
金
・
減
債
基
金
の

３
つ
の
基
金
に
対
し
多
額
の
積

立
を
行
な
っ
た
こ
と
は
、
将
来

の
堅
実
な
財
政
運
営
を
志
向
し

た
点
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
る
べ

き
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
監
査
委
員
の
指
摘
の

よ
う
に
、
昨
今
の
当
町
の
財
政

状
況
は
硬
直
化
の
様
相
を
呈
し

て
お
り
、
各
種
財
政
指
標
に
お

い
て
も
悪
化
の
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

下
水
道
事
業
や
公
共
施
設
の
老

朽
化
に
伴
う
建
設
整
備
、
三
ツ

峠
周
辺
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
整

備
等
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る

社
会
資
本
の
整
備
は
ど
れ
を
と

っ
て
も
多
額
の
経
費
を
要
す
る

事
業
で
あ
り
、
財
源
の
確
保
と

と
も
に
既
存
の
行
財
政
運
営
の

抜
本
的
な
見
直
し
を
必
要
と
す

る
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
亡
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将
来
に
備
え
基
金
の
積
立
を
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平
成
８
年
度
西
桂
町
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
書
並
び
に
５

会
計
の
決
算
審
査
に
あ
た
り
、

関
係
諸
帳
簿
及
び
書
類
等
適
正

に
執
行
さ
れ
て
お
り
、
正
確
で

あ
る
こ
と
を
認
め
、
併
せ
て
財

務
に
関
す
る
財
務
監
査
を
行

い
、
全
体
に
良
好
に
執
行
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
今
後
一
層
の
努
力

を
要
望
い
た
し
ま
す
。

＠
一
般
会
計

　
平
成
８
年
度
総
合
収
支
の
特

徴
と
し
て
普
通
建
設
事
業
費

「
７
年
度
い
き
い
き
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
事
業
」
の
大
幅
な
減

少
に
伴
い
、
歳
入
で
前
年
度
比

１
２
・
７
％
、
歳
出
で
は
１
３
・

８
％
の
そ
れ
ぞ
れ
減
少
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
問
題
点
と
し
て

主
な
財
政
分
析
指
標
に
見
ら
れ

監
査
委
員
報
告

る
と
お
り
、
平
成
７
年
度
数
値

よ
り
悪
化
し
た
も
の
と
な
っ
て

お
り
、
要
因
と
し
て
各
種
委
託

料
の
伸
び
に
伴
う
物
件
費
の
増

高
が
経
常
収
支
比
率
を
押
し
上

げ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
そ
の

財
政
構
造
は
弾
力
性
を
失
い
つ

つ
あ
り
、
硬
直
化
が
進
ん
で
お

り
ま
す
。
こ
こ
数
年
自
主
財
源

が
横
ば
い
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
必
要
な
投
資
的
経
費
の
増
大

で
や
む
を
え
な
い
点
も
あ
り
ま

す
。
今
後
、
公
共
施
設
等
の
経

常
的
な
維
持
管
理
費
の
増
大
が

見
込
ま
れ
る
中
、
無
駄
の
な
い

支
出
を
心
が
け
て
い
た
だ
き
た

い
。
た
だ
し
こ
の
よ
う
な
自
主

財
源
の
乏
し
い
財
政
事
情
の

中
、
将
来
に
備
え
て
基
金
に
お

い
て
は
、
中
学
校
建
設
整
備
基

金
の
新
設
、
減
債
、
公
共
施
設

整
備
、
土
地
開
発
、
各
基
金
の

増
加
を
図
り
、
年
度
中
－
億
６

千
５
百
万
円
を
積
み
立
て
、
将

来
に
備
え
堅
実
運
営
を
志
向
し

た
点
は
非
常
に
高
く
評
価
す
る

訳
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ｃ
国
民
健
康
保
険
会
計

　
滞
納
繰
越
分
の
徴
収
が
ほ
と

ん
ど
さ
れ
て
お
ら
ず
、
毎
年
毎

年
の
累
積
金
額
が
大
き
く
な
つ

て
お
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
返

済
も
困
難
で
あ
り
、
交
渉
の
過

程
で
分
割
な
り
の
方
策
を
考

え
、
全
庁
一
丸
の
体
制
を
取
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

○
藺
箏
水
道
会
計

　
現
在
耐
震
施
設
へ
の
移
行
、

水
圧
低
下
地
域
の
■
解
消
、
老
朽

施
設
等
の
改
修
と
鋭
意
取
り
組

み
中
の
よ
う
で
す
が
、
お
い
し

い
水
の
イ
メ
ー
ジ
確
保
に
会
計

運
営
の
健
全
化
を
図
り
な
が
ら

立
派
な
良
い
水
道
と
い
う
こ
と

で
推
し
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
会
叶

　
平
成
８
年
度
は
一
般
会
計
よ

り
ー
千
６
百
万
円
を
繰
入
れ
、

平
成
２
年
か
ら
８
年
ま
で
の
合

計
が
４
千
万
円
と
な
り
、
公
営

事
業
の
難
し
さ
も
認
識
し
て
お

り
ま
す
が
、
深
刻
な
状
況
に
あ

り
ま
す
の
で
、
三
ツ
峠
周
辺
事

業
に
絡
め
て
改
善
の
対
策
を
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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主に常勤の職員の給与
町長、議員等の報酬

４万５干８０８円

５万９００円

維持補修費、積立金
繰出金、投資出資金等

６万５干７１０円
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事務経費一般、臨時職
員賃金、業務委託料等

８年度

２万９干２２７円

へい
ノ

他市町村との広域業務
負担、他団体へ補助等

施設措置費、福祉手当
医療費助成、敬老年金

１２８万７干３３８干円

１万１干９１４円
１０万５干９６３円

２６万２干５６１円

毎年度、償還すべき
町債の元金、利子

　　　　」Ｊ
大型備品の購入、町道
水路、建物の建設等

１３３万７干２干円

魯
　
　
　
　
ク

｛
　
一
，

示
冴圃

、

‘

２７万２干６９１円

＼’タ

牛
田
識
員
　
各
種
委
託
料
の
伸

び
に
伴
う
物
件
費
の
増
大
が
経

常
収
支
比
率
を
押
し
上
げ
て
い

る
と
の
ご
報
告
で
す
が
、
そ
の

中
で
委
託
料
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
お
り
ま
す
か
。

■
そ
れ
か
ら
昨
年
度
の
監
査
報

告
の
中
で
、
滞
納
整
理
表
は
あ

り
ま
す
が
訪
問
面
接
の
交
渉
記

録
が
な
い
む
ね
の
指
摘
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
交
渉
記
録
の
宥

無
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
ま
す
。

波
迦
監
査
委
員
　
ご
指
摘
の
と

お
り
高
い
数
値
か
と
思
い
ま

す
。
組
織
の
大
小
に
か
か
わ
ら

ず
、
前
向
き
に
色
々
取
り
組
む

中
で
、
当
然
出
て
く
る
間
題
で

避
け
て
通
れ
な
い
資
金
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
を
い
か
に
検
討

し
て
有
効
活
用
す
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

　
滞
納
整
理
の
問
題
は
、
滞
納

繰
越
額
決
算
書
で
解
り
ま
す

が
、
回
収
が
進
ん
で
い
な
い
点

は
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
の
中
で
、
折
衝
記

録
簿
は
今
期
の
審
査
で
拝
見
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
作
成
し
、
活

用
す
る
中
で
催
促
状
、
訪
問
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

－３■



計
図
僅
薯
関
か
れ
た
豪
盲
づ
く
ｏ
に
豪
い
違
し
由
ｏ
す

９月定例会本会議
大沢公園下の柄杓流河川公園予定地の現状

　
９
月
定
例
議
会
の
開
会
に
あ

た
り
、
私
の
所
信
の
一
端
を
申

し
述
べ
、
各
位
の
ご
理
解
ご
協

力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
最
近
の
国
に
お
け
る
行
政
改

革
は
、
省
庁
再
編
や
地
方
分
権

な
ど
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、

地
方
行
政
運
営
に
大
き
く
影
響

す
る
問
題
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
び
第
２
次
橋
本
内
閣
に
堀
内

光
雄
代
議
士
が
通
産
大
臣
に
ご

就
任
な
さ
れ
、
謹
ん
で
お
祝
い

を
申
し
上
げ
、
県
土
、
町
土
の

発
展
に
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
西
桂
町
で
は
、
「
活
活

西
桂
」
の
実
現
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
多
様
な

意
見
に
耳
を
傾
け
、
計
画
性
あ

る
開
か
れ
た
ま
ち
づ
く
り
に
ま

い
進
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
よ
り
活
活
西
桂
建
設
の

た
め
の
事
業
の
執
行
状
況
に
つ

い
て
申
し
述
べ
ま
す
。

《
一
一
一
ツ
峠
周
辺
蟹
備
－
簑
》

ニ
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
場
建
設
事
業

　
設
計
委
託
が
終
了
し
た
の

で
、
敷
地
の
造
成
は
年
度
内
に

完
成
す
る
よ
う
事
務
を
進
め
て

い
ま
す
。

・
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

　
現
在
、
土
地
所
有
者
と
土
地

交
渉
を
重
ね
て
お
り
、
用
地
取

得
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

・
仮
称
柄
杓
流
河
川
公
園

　
都
留
土
木
事
務
所
と
協
議
中

で
し
た
が
、
公
園
の
一
部
の
設

計
が
済
み
ｕ
月
中
旬
護
岸
工
事

に
着
手
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

・
桜
並
木
植
栽
事
業

　
町
民
各
位
に
は
、
ご
理
解
ご

協
力
を
頂
き
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
来
る
ｕ
月
３
０
日
に
は
、
町

民
総
参
加
の
植
樹
祭
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
。

・
一
一
一
ツ
峠
周
辺
ア
ク
セ
ス
道
路

　
地
方
道
路
整
備
計
画
作
成
委

託
を
完
了
し
ま
し
た
が
、
多
額

の
経
費
を
必
要
と
す
る
事
業
で

あ
り
、
今
後
は
議
会
、
県
関
係

機
関
を
は
じ
め
関
係
者
と
、
慎

重
に
協
議
検
討
を
重
ね
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

翌
８
日
か
ら
業
務
開
始
の
予
定

で
、
常
駐
職
員
３
名
、
消
防
自

動
車
ユ
台
、
救
急
車
ユ
台
の
配

備
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

・
上
町
公
民
館
建
設

　
上
町
公
民
館
は
、
１
０
月
３
０
日

＾
各
竈
箏
簑
の
執
行
状
況
》

・
庁
舎
改
修
に
つ
い
て

　
町
民
各
位
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
１
０
月

６
日
完
成
予
定
で
す
。
庁
舎
東

別
館
に
つ
い
て
は
、
ｕ
月
１
９
日

の
完
成
を
予
定
し
て
改
築
に
着

工
し
て
お
り
ま
す
。

・
富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組

　
合
　
富
±
吉
田
消
防
署
西
桂

分
遣
所
新
設

　
１
０
月
７
日
竣
工
式
を
行
い
、

．
一

コンピュータ導入のため改修された役場事務所

■４－



完
成
が
待
た
れ
る
上
町
公
民
館

ｇ
月
よ
り
利
用
開
始
、
新
福
祉
バ
ス

平成８年度の６会計決算額

　　会計名　歳入歳出決算差引繰越明許費繰越額　実質収支額
一般会計　９干７６１万１干４１７円　１干８００万Ｏｒ＝ＯＯＯ円　７干９６１万１・Ｆ４１７円

　（区分）　　　　　　　　懐出’総嶺）　　　（カ ッコ 内予算計上額）

○基盤整備　　　　　１億３千７フ７万Ｏ千円（１億３千８５６万４千円）
　　　中学校前線拡幅改良事業、地方道路計画作成、粗大ゴミー時集積場用地造成事業、ゴミ収集事業、ゴミ処理関係補助事業

○産業振輿　　　　　　　　１千０１０万０千円（１千０１０万Ｏ千円）
　　　商工業活性化促進事業、織物業活性化及び製品開発補助事業

○環境整備　　　　　　　　７千５０９万７千円（７千フ５６万７千円）
　　　消防本部西桂分遣所用地整備事業、消防防災施設整備事業、防災体制整備事業、公共施設耐震耐力度診断、準用河川改修事

　　　業、小屋の入防災対策事業、住民防災意識育成事業、自主防災組織整備事業、防犯灯・街路灯整備事業、違法駐章等防止事業
、

　　　その他交通安全対策事業

○福祉対策　　　　　　　　８千９１８万１千円（９千８７５万８千円）
　　　三ツ峠周辺整備事業、特定農地貸付事業、デイサービスセンター運営事業、各種保健事業

○人材育成　　　　　　２千９８３万９千円（３千０１８万６千円）
　　　町民総意のまちづくり 、地区公民館建設整備事業

会　　計

国民健康保険特別会計

老人保健法特別会計
グリーンセンター特別会計

簡易水道特別会計

下水遣特別会計
会　　計

９年度 股会計３号補正

　　歳　入　総　額

２何９干６９９万Ｏ干８９４円

２億４干７２４万４干１２７円

３千４１９万９干Ｏ０６円

７干７２３万３干３２１閂

１０４干１４２万Ｏ干１９６円

補　　正　　額
　　　１・Ｆ６１３万７干円

１千１７６万４千円

　　歳　出　総　額

２億７干６１７万７干８４２円

２０３干４８４万２干２１６円

３干３９８万Ｏ干２４０円

７干４９４万７干５７７閂

１億４干Ｏ０８万８干９２３円

補正後の予算総額
１９竈１干８９５万６干円

歳入歳出決算差引

２干０８１万３干０５２円

１干２４０万１干９１１円

２１万８干７６６円

２２８万５干７４４円

１３３万１千２７３円

○公慣費追加
　　　平成８年度借入れした起債の償還金の額が明らかになったため

。

完
成
予
定
で
、
現
在
順
調
に
工

事
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
上
町

区
の
皆
様
と
打
ち
合
わ
せ
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

・
防
犯
灯
設
置
事
業

　
昨
年
度
に
続
き
、
本
年
度
は

各
地
区
の
主
要
道
路
を
中
心
に

多
く
を
設
置
す
る
予
定
で
、
問

も
な
く
発
注
い
た
し
ま
す
。

・
福
祉
バ
ス
の
購
入

　
福
祉
バ
ス
の
新
規
購
入
は
８

月
２
９
日
納
車
の
運
び
と
な
り
ま

し
た
。
車
内
の
居
住
性
と
軍
体

の
図
柄
も
考
慮
し
、
住
民
の
皆

様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

買
い
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

・
焼
却
炉
に
つ
い
て

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
発
生
が
問
題

化
し
て
い
る
焼
却
炉
に
つ
い
て
、

町
は
家
庭
用
簡
易
焼
却
炉
の
設

置
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
補
助
金
制
度
を
廃
止
す
る

方
向
で
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

公
共
施
設
内
焼
却
炉
は
閉
鎖
し
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
す

る
方
向
で
検
討
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
な
お
各
家
庭
の
既
設
焼

却
炉
は
、
そ
の
事
情
に
鑑
み
利

用
を
控
え
る
よ
う
指
導
し
て
い

く
予
定
で
す
が
、
併
せ
て
資
源

の
再
利
用
の
分
別
収
集
が
徹
底

さ
れ
、
ご
み
の
減
量
化
を
図
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

・
県
道
富
士
吉
田
・
西
桂
線

　
７
月
上
旬
供
用
開
始
に
必
要

な
関
係
図
書
を
県
へ
提
出
、
そ

の
結
果
９
月
末
に
告
示
を
行
い
、

縦
覧
期
間
２
１
日
間
を
過
ぎ
れ
ば

一
部
西
桂
分
の
供
用
開
始
と
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
県
の
管
理

下
と
な
っ
た
時
点
で
、
整
備
等

住
民
対
応
等
を
し
て
、
一
歩
ず

つ
進
め
て
行
き
ま
す
。

・
仮
称
柿
の
木
公
園
建
設

　
都
留
土
木
事
務
所
と
協
議
を

重
ね
、
現
在
河
川
砂
防
課
で
詳

細
設
計
作
成
中
で
工
事
発
注
は
、

１
２
月
上
旬
に
な
る
予
定
で
す
。

・
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て

　
上
水
道
へ
の
移
管
に
向
け
て

水
圧
不
足
地
域
の
解
消
等
安
定

供
給
が
図
れ
る
よ
う
水
道
基
盤

整
備
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

　
下
水
道
の
運
営
に
関
し
審
議

を
い
た
だ
く
た
め
の
下
水
道
運

営
審
議
会
が
、
８
月
２
２
日
、
議

会
の
代
表
者
、
区
長
さ
ん
等
蝸

名
の
方
々
に
審
議
会
委
員
を
委

嘱
し
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

■５■



平
成
８
年
廣
清
・

清
酉
桂
違
設
決
算

予
定
さ
れ
た
事
鶉
は
す
ぺ

た
だ
し
呵
税
滞
紬
の
増
加
・
幌
却
炉
禰
助
の
見
直
し

中学校裏の桂 コミュニティ駐車場造成工事状況

一般会計決算ほか

　　　全議案を可決

平成８年度

９月定例会連合審査会

・
工
箏
設
計
変
日
が
目
立
つ

意
見
　
町
税
、
固
定
資
産
税
の

未
納
は
、
滞
納
額
が
大
き
く
な

れ
ぱ
、
支
払
い
も
困
難
に
な
る

の
で
、
た
ま
ら
な
い
よ
う
納
税

指
導
の
徹
底
を
図
る
こ
と
。

問
財
産
管
理
費
、
町
の
借
地

の
費
用
が
実
状
金
額
に
比
べ
て

高
い
と
思
う
。
こ
の
際
借
り
受

け
て
い
る
土
地
を
買
収
す
る
か
、

借
地
代
僧
下
げ
に
つ
い
て
相
手

方
と
交
渉
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

総
務
課
答
　
町
長
よ
り
「
で
き

る
だ
け
買
収
す
る
様
に
」
と
の

指
示
も
受
け
て
い
る
の
で
、
ご

指
摘
の
と
お
り
地
権
者
と
交
渉

を
検
討
し
た
い
。

問
　
企
画
費
、
柄
杓
流
川
沿
い

の
遊
歩
道
の
計
函
は
。

企
画
振
興
課
答
　
平
成
！
０
年
度

事
業
で
取
り
組
み
た
い
。

問
　
憩
い
の
森
ト
イ
レ
ヘ
の
電

力
確
保
、
桜
植
樹
の
た
め
の
地

権
者
と
の
交
渉
の
経
過
は
。

企
画
振
輿
課
答
　
大
多
数
の
地

権
者
が
了
解
し
、
２
名
の
方
と

現
在
交
渉
中
で
あ
る
。

問
　
清
掃
費
、
ご
み
の
焼
却
に

関
し
て
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
閥
題

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
既
設
の

焼
却
炉
は
ど
う
す
る
の
か
。

町
長
答
　
紙
で
は
発
生
し
な
い
。

ビ
ニ
ー
ル
を
燃
や
さ
な
い
よ
う

に
住
民
に
周
知
徹
底
さ
せ
る
。

住
民
福
祉
課
答
　
分
別
収
集
を

強
化
し
、
ゴ
ミ
で
な
く
資
源
と

し
て
再
利
用
を
推
進
し
た
い
。

【
審
薗
案
件
【

案
例
一
８
件

訟
案
仙
　
西
桂
町
童
度
心
身
障
書

　
者
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
改

　
正

○
国
の
法
律
の
名
称
変
更
に
伴
う

　
条
例
中
の
字
句
の
訂
正

醐
案
４
　
西
桂
町
母
子
家
庭
医
療

　
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

○
国
の
法
律
の
名
称
変
更
に
伴
う

　
条
例
中
の
字
句
の
訂
正

藺
案
〃
　
西
桂
町
老
人
医
療
費
助

　
成
金
支
給
条
例
の
一
部
改
正

○
国
の
法
律
の
名
称
変
更
に
伴
う

　
字
句
訂
正
、
県
基
準
の
変
更
に

　
伴
う
対
象
者
の
所
得
限
度
額
の

　
変
更

訟
秦
鴫
　
西
桂
町
乳
幼
児
医
療
費

　
助
成
金
支
給
条
例
の
一
部
改
正

○
國
の
法
偉
の
名
称
変
更
に
伴
う

　
条
例
中
の
字
句
の
訂
正

訟
案
糾
　
西
桂
町
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
改
正

○
国
の
法
律
の
名
称
変
更
に
伴
う

　
条
例
中
の
字
句
の
訂
正

融
察
第
価
　
西
桂
町
在
宅
老
人
短

　
期
保
護
季
数
料
条
例
の
廃
止

○
運
用
基
準
の
変
更
に
よ
り
手
数

　
料
を
徴
収
す
る
ケ
ー
ス
が
な
い

　
た
め
、
条
例
を
廃
止
す
る

醐
案
蝸
　
西
桂
町
地
域
福
祉
基
金

条
例
の
一
部
改
正

○
葵
態
の
基
金
残
高
に
条
例
の
数

　
字
を
合
わ
せ
る
た
め
。

訟
案
〃
　
西
桂
町
交
通
安
全
条
例

　
の
制
定

○
町
民
の
安
全
の
た
め
努
カ
規
定

－６－



グリーンセンター 施設（中央建物は管理棟〕

解
説
　
今
後
、
三
ツ
峠
周
辺
整

備
に
よ
り
利
用
客
の
増
加
を
図

り
、
健
全
な
運
営
を
目
指
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
全
般
に
わ

た
っ
て
セ
ン
タ
ー
の
収
入
が
減

っ
て
い
る
の
は
、
テ
ニ
ス
の
衰

退
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
そ

の
他
で
あ
る
。

　
全
体
の
収
入
の
大
半
が
、
利

用
者
の
多
い
夏
場
に
集
中
し
て

い
る
の
が
現
状
で
、
年
聞
を
通

し
て
利
用
者
が
利
用
で
き
る
施

設
と
し
て
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
場
等

の
建
設
に
よ
っ
て
、
新
し
い
事

業
展
開
に
収
入
増
を
図
り
、
地

元
の
特
産
品
の
セ
ン
タ
ー
で
の

販
売
を
す
る
こ
と
も
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
近
く
に
湧
出
す
る
鉱

泉
は
成
分
良
質
と
云
う
の
で
セ

ン
タ
ー
浴
場
も
今
後
の
課
題
と

し
て
事
業
展
開
に
期
待
し
た
い
。

ま
た
委
員
よ
り
「
従
業
員
の
接

客
態
度
の
向
上
に
よ
る
固
定
客

の
確
保
、
無
駄
を
省
き
経
費
の

節
減
を
図
り
、
増
収
を
目
指
し

て
努
力
を
お
願
い
す
る
。
」
と

の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。

　道路整備予汀確保に関する意見書（要旨）

　道路は人々の日常生活に欠くことのできない最も基

本的な社会基盤である 。特に西桂町は 、国道が朝夕の

通勤 ・通学時聞帯を中心に交通渋滞が発生し 、その解

消が望まれているところである 。新規バイパス等の建

設を促進し、道路整備予算のなお一層の拡大確保が是

非とも必要であり 、下記事項について積極的に対処さ

れるよう強く要請する
。

ユ、 ガソリン税、自動車重量税等の道路特定財源を堅

　持し 、その全額を道路整備に充当すること 。

２、 平成１０年度を初年度予算とする新道路整備計画

　策定に当たっ ては、所要の予算額の確保を図るこし

３、 国土の均衡ある発展を図るため、市町村道から幹

　線道路に至る道路網の整備を一層促進すること
。

　以上、地方自治法の規定により意見書を提出する
。

　　平成９年９月３０日

　　　　　　　　　　　　　　西桂町議会議長

提出先：内閣総理大臣、建設大臣
、

　　　　自治大臣、　　大蔵大臣
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問
　
土
木
費
、
監
査
委
員
の
捲

摘
に
よ
り
、
工
事
契
約
後
の
設

計
変
更
が
多
く
実
施
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
い
か

な
る
理
由
に
よ
る
の
か
。

建
設
課
答
　
設
計
変
更
の
多
く

は
住
民
の
追
加
要
望
で
、
や
む

を
得
ず
工
事
内
容
を
変
更
し
た

た
め
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

問
　
変
更
理
曲
は
麗
解
で
き
る

が
、
当
初
よ
く
地
元
住
民
と
接

触
し
て
現
場
を
把
握
し
た
後
に

発
注
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

建
設
課
答
　
設
計
変
更
が
な
く

な
る
よ
う
、
工
事
担
当
者
に
は

現
場
に
い
き
、
関
係
住
民
と
相

談
の
う
え
設
計
を
組
む
よ
う
に

指
導
す
る
。

問
　
監
査
報
告
が
表
面
的
な
数

字
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
よ
う
に

思
え
る
。
十
分
な
監
査
が
行
え

て
い
な
い
の
で
は
。

町
長
答
　
監
査
委
員
に
町
職
員

へ
の
遠
慮
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、

今
後
は
必
要
が
あ
れ
は
担
当
課

の
説
明
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
配

慮
す
る
。
ま
た
監
査
報
告
書
公

表
に
あ
た
っ
て
は
、
十
分
な
内

容
と
な
る
よ
う
こ
ち
ら
か
ら
も

積
極
的
に
情
報
を
提
供
し
た
い
。

意
見
　
大
幅
な
設
計
変
更
を
実

施
す
る
場
合
に
は
事
前
に
議
会

に
お
知
ら
せ
願
い
た
い
。
工
事

の
多
く
は
地
域
要
望
で
あ
る
。

十
分
に
地
元
住
民
の
意
を
く
ん

で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。毎月出納検査を実施 、監査委員

　
を
設
け
、
啓
発
活
動
に
努
め
る

　
た
め
。

Ｈ
識
決
案
件
］
２
件

翻
案
蝸
　
物
品
供
給
契
約
の
締
結

○
行
政
シ
ス
テ
ム
化
計
画
第
２
次
機

　
器
配
備
と
し
て
、
出
先
機
関
を
含
め

　
た
全
蓼
務
職
貝
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ

　
ン
ピ
ュ
ｉ
タ
ｉ
を
靱
入
す
る
契
約

融
案
蝿
　
国
土
利
用
計
函
＾
西
桂

．
．
町
．
計
圃
〕
議
定

○
住
民
の
意
向
を
反
映
し
つ
つ
、

　
計
画
的
な
町
土
の
利
用
に
関
し

　
て
、
基
本
的
な
事
項
を
策
定

［
補
正
予
算
］
１
．
件

■
融
案
５
０
　
平
成
９
年
霞
西
桂
Ｗ
一

．
般
会
計
補
正
予
算
３
．
号
議
兜
．

湊
墓
で
件

承
認
６
．
平
成
８
年
度
茜
桂
町
一

　
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

承
認
７
　
平
成
８
年
度
酉
桂
町
国

　
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
．

　
出
決
算
認
定

承
翻
８
　
平
成
８
隼
度
西
桂
町
老

　
人
保
健
法
特
別
会
計
歳
入
歳
出

　
決
算
認
定

颪
認
９
　
平
成
８
年
度
西
桂
町
三

　
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
事
業

　
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

承
認
１
０
　
平
成
８
年
慶
西
桂
町
簡

　
易
水
適
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

　
算
認
定

承
聰
１
１
　
平
成
８
隼
度
西
桂
町
下

　
水
遺
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
認
定

［
融
員
発
畿
］
１
件

発
議
６
　
道
路
整
備
予
算
確
保
に

　
関
す
る
意
見
畜
の
提
出

■７■



．
．
甜

＃
・
一
．

…
．

ｗ
＾

＝
＾

ｒう、

ｏＯ

．
・
．
＾
　
　
　
、
・

　　　　　　　１’．
　　　　；　　　　　ら

■
　
■

－
　
－

一
＝
一

　
一
一

．
　
一
一

一
一
一

　岬！幸
：
」

一
ん
、
ま

こいつ
＝一一

－
＝

　
　
　
呵
の
清
性
化
に
つ
な
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
崇
振
貝
方
策
は

　
　
　
耕
作
放
棄
地
解
消
の
た
め
口
振
除
外
、

　
　
　
口
業
機
械
恥
入
、
特
雇
品
開
発
に
努
め
る

滝□憲一議員

　
　
　
本
年
度
は
■
５
年
に
一
度

問
　
　
　
の
特
別
管
理
い
わ
ゆ
る

町
で
全
体
の
農
振
地
区
を
見
直

す
こ
と
に
つ
い
て
、
県
関
係
機

関
と
協
議
等
を
重
ね
る
な
か

で
、
近
い
う
ち
に
認
可
に
な
る

と
聞
い
て
い
る
が
、
住
民
ア
ン

ケ
ｉ
ト
調
査
等
か
ら
も
今
後
町

の
活
性
化
を
図
る
に
は
、
農
振

除
外
の
方
法
を
考
え
る
べ
き
と

の
意
見
が
多
く
あ
る
。
残
さ
れ

た
農
振
地
区
に
つ
い
て
、
今
後

の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

　
昨
年
農
業
委
員
会
で
実
施
し

た
農
地
現
況
調
査
で
は
、
耕
作

放
棄
農
地
面
積
い
わ
ゆ
る
農
地

と
し
て
活
用
さ
れ
な
い
農
地
は

７
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
農
業
者
高
齢

化
等
の
理
由
に
よ
り
、
町
で
管

理
し
て
い
る
農
地
が
４
ヘ
ク
タ

ー
ル
で
あ
り
、
今
後
急
激
に
進

む
と
恩
わ
れ
る
耕
作
放
棄
農
地

等
に
つ
い
て
、
町
の
対
応
を
伺

い
た
、

　
近
年
イ
ノ
シ
シ
・
猿
等
に
よ

る
有
害
鳥
獣
被
害
が
多
発
し
て

お
り
、
町
で
は
毎
年
、
西
桂
町

猟
友
会
に
委
託
し
て
有
書
鳥
獣

駆
除
を
実
施
し
て
い
る
が
、
今

後
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て

い
る
か
伺
い
た
い
。

　
農
業
の
衰
退
化
の
原
因
と
し

て
、
農
業
機
械
等
の
高
額
化
が

あ
る
と
恩
う
。
町
で
は
、
リ
タ

ー
ン
カ
ル
チ
を
３
台
購
入
予
定

で
予
算
化
し
て
い
る
が
、
荒
廃

農
地
の
広
が
り
を
抑
え
る
に
は
、

大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
等
を
導
入
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後
大
型

農
業
機
械
の
導
入
計
画
が
あ
る

、ソ

．
・
義
嬢
．

農業委員会より農業指導を受ける小学生

か
伺
い
た
い
。

　
現
在
、
町
の
活
性
化
を
図
る

な
か
で
、
三
ツ
峠
周
辺
整
備
事

業
等
を
実
施
し
て
い
る
が
、
特

産
晶
加
工
施
設
・
そ
ば
道
場
施

設
等
の
建
設
計
画
が
あ
る
か
伺

い
た
い
。

答
汽
讐
繍
肺

か
ら
の
除
外
が
９
月
２
６
日
に
認

可
さ
れ
た
と
の
報
告
を
受
け
て

い
る
。
今
後
の
農
振
地
域
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
、
町
の
活
性

化
の
た
め
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
等
を
考
慮
し
、
県
及

び
農
業
振
興
地
域
整
備
促
進
会

議
等
と
協
議
し
、
農
振
除
外
つ

い
て
、
前
向
き
に
対
応
す
る
。

耕
作
放
棄
地
の
対
応
は
、
現

在
農
業
委
員
会
で
、
土
地
所
有

者
に
保
全
管
理
を
指
導
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
効
果
的

な
運
営
は
図
れ
て
い
な
い
。
今

後
一
層
、
積
極
的
に
耕
作
放
棄

地
の
解
消
を
図
り
、
併
せ
て
農

地
銀
行
活
動
の
理
解
を
広
め
る
。

　
有
害
鳥
獣
防
除
対
策
は
、

県
・
近
隣
市
町
村
に
、
そ
の
対

応
に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

サ
ウ
ン
ド
パ
ン
チ
ャ
ー
と
い
う

機
械
に
よ
り
被
害
減
少
に
効
果

が
あ
っ
た
と
聞
き
、
試
験
し
た

と
こ
ろ
好
評
な
の
で
、
３
基
購

入
す
る
。
併
せ
て
有
害
鳥
獣
対

策
事
業
が
、
補
助
対
象
事
業
と

な
る
よ
う
県
に
働
き
か
け
る
。

農
業
機
械
等
の
購
入
は
、
財

政
上
の
問
題
も
あ
る
が
、
農
業

機
械
管
理
・
運
営
等
か
ら
農
業

委
員
会
、
農
業
関
係
者
と
十
分

協
議
し
、
県
単
独
事
業
補
助
金

導
入
に
よ
り
、
前
向
き
に
対
応

す
る
。

　
特
産
品
加
工
施
設
建
設
は
、

現
在
、
産
業
振
興
対
策
・
農
業

振
興
対
策
と
し
て
、
み
つ
と
う

げ
手
織
の
里
グ
ル
ー
プ
・
西
桂

町
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
・
み
つ

と
う
げ
大
豆
の
会
・
み
つ
と
う

げ
そ
ば
の
会
等
で
遊
休
農
地
を

利
用
し
た
活
動
を
展
開
し
、
特

産
晶
開
発
等
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
心
か
ら
敬
意
と

感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
地
域
住

民
に
よ
る
町
お
こ
し
が
、
町
の

活
性
化
に
は
必
要
不
可
欠
な
の

で
、
今
後
は
財
政
面
で
ク
リ
ア

で
き
れ
ば
、
建
設
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問
耕
作
放
棄
地
で
あ
る

■８■



査一
蘭

　　　　箏　　　管　所團暇文

県事業仮称柿の木公園建設事業の進捗状況について（調査）

（結果）河川親水公園また町中央公園として町民の要望を取り入れる

　本件についておおむね適正に処理されて

いることを確認し 、平成９年度の公園建設

箏業を町と県との協言義結黒に従 って行うこ

とに同意する 。

　また遊具の設置については 、町民から出

された意見を考紀して機具の選定を行い 、

後日報告をお願いする 。

建
設
課
概
嚢
説
明
　
都
留
土
木

事
務
所
に
お
い
て
は
、
本
委
員

会
の
結
果
で
よ
ろ
し
い
と
い
う

こ
と
に
な
れ
ば
、
平
成
９
年
度

の
事
業
着
工
の
発
注
を
し
た
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
柿
の
木

公
園
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、

公
園
内
に
町
民
に
ア
イ
デ
ア
を

募
り
、
よ
せ
て
い
た
だ
い
た
事

柄
に
つ
い
て
建
設
課
と
都
留
土

木
事
務
所
河
川
砂
防
課
と
協
議

を
重
ね
て
き
た
。

　
基
本
的
確
認
事
項
と
し
て
は
、

「
河
川
親
水
公
園
」
と
す
る
。

機
械
、
壁
の
あ
る
建
物
、
電
気

設
備
は
河
川
区
域
内
に
設
置
で

き
な
い
。
ま
た
管
理
人
が
い
な

い
公
園
に
つ
い
て
は
、
夜
間
は

閉
鎖
が
原
則
＾
県
下
統
一
性
を

も
っ
て
公
園
作
り
を
す
す
め
て

い
る
と
の
県
の
見
解
〕
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　
公
園
内
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
つ町議会 、公園内護岸建設現場を視察

い
て
、
ｏ
素
足
で
歩
く
歩
道
等

を
作
る
。
＠
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
、

ス
ト
リ
ー
ト
バ
ス
ケ
ッ
ト
等
は

多
目
的
広
場
で
対
応
す
る
。
　

噴
水
は
電
気
設
備
が
必
要
で
あ

る
た
め
作
ら
な
い
。
＠
花
壇
は

遊
歩
道
の
り
面
を
利
用
し
て
作

る
。
＠
水
遊
び
が
で
き
る
小
川
、

池
、
水
飲
み
場
２
カ
所
を
設
置

す
る
。
＠
防
犯
灯
、
水
車
、
あ

ず
ま
や
、
ト
イ
レ
、
駐
輸
場
を

設
置
す
る
。
¢
外
郭
周
辺
に
木
、

草
花
を
植
栽
す
る
。
＠
ゲ
ｉ
ト

ボ
ー
ル
場
は
１
面
設
置
し
、
芝

生
広
場
に
も
ー
面
の
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
す
る
。
＠
遊
具
の
設
置

は
安
全
、
機
能
性
を
考
慮
し
、

ぬ
く
も
り
の
あ
る
木
造
の
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
感
覚
の
物
に
す
る
。

　
な
お
遊
具
の
設
置
、
植
栽
関

係
に
つ
い
て
は
、
最
終
年
度
の

平
成
ｍ
年
度
事
業
と
な
る
予
定

で
あ
る
。

問
　
芝
生
広
場
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
に
つ
い
て
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
方
々
に
も
お
願
い
し
て
金
曜

目
の
プ
レ
イ
が
終
わ
っ
た
時
点

で
、
テ
ー
プ
・
ワ
ク
・
線
等
は

撤
去
し
て
も
ら
う
い
う
こ
と

で
、
お
願
い
し
た
い
。

建
設
課
答
　
町
で
は
こ
の
公
園

を
老
人
か
ら
子
供
ま
で
の
中
央

公
園
と
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
寿
ク
ラ
ブ
と
協
定
書

を
結
ん
で
、
土
・
日
曜
日
に
芝

生
広
場
を
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
使

用
し
な
い
な
ど
、
細
か
い
と
こ

ろ
ま
で
確
認
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。

問
　
水
車
を
ま
わ
し
、
・
川
の
水

を
供
給
す
る
た
め
の
地
下
水
の

く
み
上
げ
は
、
２
４
時
聞
行
う
と

い
う
、
」
と
か
。
夜
問
も
。

建
設
課
答
　
今
の
段
階
で
は
２
４

時
間
ず
っ
と
ま
わ
す
予
定
で
あ

る
。
公
園
の
池
に
魚
を
は
な
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
地
下
水
源
調
査
は
し
て
あ

る
か
。

建
設
課
答
　
平
成
９
年
度
の
事

業
で
掘
っ
て
い
く
。

意
見
　
水
車
、
小
川
の
た
め
の

地
下
水
源
の
確
保
は
な
る
べ
く

早
く
お
願
い
し
た
い
。
調
査
を

早
め
に
し
た
ら
良
い
と
恩
う
。

■
１
．
１

一
一
一
一
が
、
土
地
所
有
者
と
の
謡
し
合

一
６

一
一
一
一
い
も
、
な
か
な
か
理
解
が
得
ら

一
一
一
一
れ
な
い
。
そ
ば
や
大
豆
を
作
れ

■
■
■
■

一
一
一
一
ば
放
棄
地
が
少
し
で
も
滅
る
わ

１
．
．
■

一
一
一
一
け
で
、
い
ろ
い
ろ
取
り
組
ん
で

一
川
』

一
一
一
一
い
ん
が
、
ス
ス
キ
等
の
田
は
大

罰
一

一
一
ｕ
型
の
ト
ラ
ク
タ
ー
で
な
け
れ
ば

茱
一

一
一
一
一
処
理
で
き
な
い
。
何
と
か
前
向

一
出…

一
一
き
に
導
入
を
お
願
い
し
た
い
。

距
一

一
一
一
一
　
先
般
２
度
ほ
ど
そ
ば
の
体
験

一
一
一
一
遣
場
を
実
施
し
た
。
マ
ス
コ
ミ

■
－
－
■

一
一
一
一
も
４
社
取
材
に
来
て
宣
伝
に
も

罰
一

一
一
一
一
な
カ
好
評
で
あ
っ
た
。
そ
ば
遣

罰
一

一
一
ｕ
場
の
建
設
は
先
と
し
て
も
、
体

罰
一

一
一
一
一
験
遣
場
の
施
設
は
作
れ
な
い
か
。

一
出

一
一
答
貴
帥
繍
紬
い

一
一
一
一
題
と
な
っ
て
い
る
。
失
礼
塗
言

■
．
．
■

…
…
い
方
か
も
わ
か
ら
な
い
が
、
お

■
■
■
■

…
一
一
貸
し
し
て
も
使
っ
て
そ
の
ま
ま

茱
一

Ｈ
ｕ
に
な
る
心
配
が
あ
る
。
後
職
員

罰
一

…
一
一
が
掃
除
す
る
こ
と
に
な
る
と
マ

空

一
一
一
一
イ
ナ
ス
面
も
多
い
と
懸
念
し
て

一
６

一
一
一
一
お
り
、
管
理
運
営
等
を
協
議
し

距
一

一
一
一
一
な
が
ら
前
向
き
に
検
討
す
る
。

一
一
一
一
　
体
験
道
場
は
、
ミ
ニ
サ
ッ
カ

■
１
．
１

…
…
１
場
の
横
に
外
か
ら
も
見
え
る

１
■
．
１

一
一
一
一
ガ
ラ
ス
張
り
の
体
験
場
を
作
る

Ｈ
ｕ
べ
く
進
め
て
い
る
の
で
、
ご
理

茱
一

一
一
一
一
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

■９■



』
萎
蕾
琶
は

　
　
　
呵
に
よ
る
開
発
、
優
良
企
崇
の
誘
致
と

　
　
　
　
レ
ク
レ
ェ
ー
シ
ョ
ン
施
設
が
目
的

左手前の山が開発予定の中学校裏山

　
　
　
平
成
８
年
６
月
の
総
務

問
　
　
　
委
員
会
の
際
、
町
長
は

「
町
民
の
要
望
も
あ
り
、
中
学

校
裏
の
山
地
を
造
成
し
、
観
光

面
を
見
す
え
た
計
画
と
し
て
取

り
組
み
た
い
。
」
と
表
明
、
平

成
９
年
９
月
の
総
務
委
員
会
で

は
、
「
三
ツ
峠
へ
の
ア
ク
セ
ス

遺
路
な
ど
周
辺
整
備
專
業
の
進

捗
を
見
な
が
ら
、
開
発
に
取
り

組
み
た
い
。
」
と
表
明
さ
れ
た
。

　
約
８
０
％
近
く
を
森
林
で
囲
ま

れ
て
い
る
当
町
に
あ
っ
て
、
中

学
校
裏
山
の
景
観
は
す
ば
ら
し

く
、
唯
一
の
開
発
可
能
な
地
域

で
は
な
い
か
と
恩
う
。
グ
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
事
業
の
活
性
化
に

と
っ
て
も
開
発
は
相
乗
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ま
た
山
林
所
有
者
の
縫
済

活
動
に
も
寄
与
す
る
こ
と
が
大

で
あ
ろ
う
。
し
か
Ｌ
山
林
は
緑

地
帯
と
し
て
環
境
保
全
に
大
き

く
寄
与
し
、
開
発
に
あ
た
っ
て

は
環
境
に
十
分
配
慮
す
る
事
が

条
件
で
あ
り
、
開
発
に
よ
る
受

益
は
町
民
全
て
で
あ
る
こ
と
が

理
想
で
あ
る
。
以
上
の
観
点
か

ら
中
学
校
裏
山
開
発
計
画
に
つ

い
て
、
お
た
ず
ね
す
る
。

一
、
開
発
の
目
的
と
利
用
計
圃

二
、
開
発
事
業
は
町
で
行
う
か

三
、
開
発
規
模
、
事
業
日
程
及

　
び
資
金
計
画

四
、
区
域
内
の
地
権
者
の
数
、

　
地
権
者
と
折
衝
状
況
は

答
刷
篇
篶
派

こ
の
う
ち
森
林
面
積
が
ｕ
・
９
９

ｋ
里
ｍ
と
全
体
の
面
積
の
約
７
９
％

を
占
め
て
お
り
，
中
央
に
国
道
、

桂
川
が
あ
り
、
効
率
的
な
土
地

利
用
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

従
っ
て
開
発
は
こ
れ
ま
で
の
と

こ
ろ
住
宅
を
中
心
に
小
規
模
な

も
の
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
土

地
利
用
の
制
約
条
件
か
ら
山
林

の
有
効
利
用
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
町
で

は
三
ツ
峠
周
辺
を
都
市
住
民
と

地
域
住
民
の
交
流
の
場
と
し
て

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
観
光
資

源
開
発
を
目
的
と
し
た
三
ツ
峠

周
辺
整
備
事
業
と
公
共
施
設
エ

リ
ア
で
あ
る
桂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
を
連
携
さ
せ
、
良
好
な
市
街

地
整
備
の
形
成
を
図
り
た
い
と

考
え
て
お
り
、
ま
た
自
然
景
観

の
保
全
・
改
善
を
促
進
し
て
計

中学校裏山から見た町中心部

画
を
進
め
た
い
と
考
え
る
。

質
問
第
ー
の
開
発
の
目
的
は
、

先
の
委
員
会
で
説
明
し
て
い
る

が
、
三
ツ
峠
周
辺
整
備
事
業
の

一
翼
を
担
い
、
地
域
住
民
と
都

市
住
民
の
交
流
の
た
め
、
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
目
ン
施

設
と
し
て
開
発
を
考
え
て
い
る
。

ま
た
活
活
・
西
桂
ま
ち
づ
く
り

の
住
民
ア
ン
ケ
ｉ
ト
調
査
の
結

果
を
踏
ま
え
、
優
良
企
業
を
誘

致
し
、
雇
用
機
会
の
拡
大
等
を

図
り
た
い
と
考
え
る
。

質
問
第
２
の
事
業
主
体
は
、

基
本
的
に
は
町
で
実
施
し
た
い

と
考
え
る
。
議
会
に
お
諮
り
し

な
が
ら
推
進
し
た
い
。

質
問
第
３
、
開
発
の
計
画
は
、

ま
ず
開
発
の
手
順
に
つ
い
て
説

明
す
る
と
、
基
本
構
想
一
基
本

計
画
を
策
定
し
、
地
権
者
の
同

意
を
得
な
が
ら
地
区
説
明
会
を

行
う
手
順
に
な
ろ
う
か
と
思
う
。

開
発
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
県

の
指
導
・
許
認
可
事
務
の
手
続

き
等
が
あ
る
の
で
数
年
後
と
考

え
て
い
る
が
、
県
と
の
協
議
が

整
え
ば
工
事
着
手
に
な
る
。
規

模
及
び
資
金
計
画
は
、
基
本
構

想
・
基
本
計
画
の
策
定
後
の
中

で
検
討
す
る
が
、
予
定
と
し
て
、

約
３
万
坪
を
考
え
て
い
る
。
町

の
財
政
投
資
金
額
は
、
国
、
県

の
指
導
を
受
け
、
長
期
展
望
の

中
で
し
っ
か
り
と
計
画
を
た
て
、

議
会
に
お
諮
り
し
決
定
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

質
問
第
４
の
地
権
者
の
数
、

地
権
者
の
折
衝
状
況
で
あ
る
が
、

開
発
を
予
定
し
て
い
る
エ
リ
ア

一１０一



務
臨鞘謹

繕務常任委日会

三ツ峠アクセス道路計画の進捗状況について（調査）

（結果）ルート ・予算についてさらに検討の必要がある

と
峠
員
ｏ
＋
た
告

路
ツ
委
る
後
の
報

入
一
一
一
は
あ
今
こ
に

進
た
と
で
、
。
会

の
し
こ
ろ
れ
る
議

へ
と
る
こ
さ
れ
て

区
的
あ
と
と
わ
い

地
目
で
る
要
恩
つ

地
を
要
す
必
と
に

暮
化
必
承
が
要
況

下
性
、
了
算
必
状
。

は
溝
め
ね
予
が
捗
る

路
の
た
む
の
討
進
す

道
町
の
お
額
検
の
講

ス
た
発
お
多
と
査
要

セ
ま
関
て
し
査
調
う

ク
、
の
し
か
調
は
よ

ア
て
辺
と
し
な
町
る

　
　
し
周
会
　
　
分
め
す

企
画
振
察
課
概
要
説
明
　
事
業

名
、
仮
称
小
沼
・
三
ツ
峠
線
設

計
委
託
、
地
域
は
中
学
校
裏
山

付
近
、
あ
ざ
名
滝
入
、
四
ツ
入

等
の
山
林
地
、
三
ツ
峠
グ
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
方
面
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
路
で
あ
る
。
道
路
の
規
格

は
国
庫
補
助
事
業
対
象
、
幅
員

１
３
ｍ
、
距
離
は
ー
案
、
約
２
．
ｍ
，

２
案
は
若
干
短
く
な
る
。
予
算

関
係
は
残
土
処
理
費
用
が
１
９
億

円
以
上
、
全
体
の
事
業
費
が
３
０

億
円
以
上
に
な
っ
て
し
ま
う
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
ー
案
２
案

以
外
の
ル
ー
ト
を
再
度
検
討
し

た
い
。

問
　
－
案
と
２
案
の
遠
い
は
。

企
画
振
翼
課
答
　
基
本
的
に
２

案
は
最
短
ル
ｉ
ト
で
真
っ
直
ぐ

で
あ
る
が
、
補
助
対
象
と
な
る

た
め
に
は
勾
配
が
９
％
以
内
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

山
を
掘
削
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
排
出
さ
れ
る
残
土
が

多
く
、
工
事
費
用
も
か
か
る
。

間
　
中
学
校
裏
山
の
開
発
と
三

ツ
峠
へ
の
ア
ク
セ
ス
遺
路
は
関

連
が
あ
る
の
か
。
あ
る
と
す
れ

ば
、
開
発
と
一
緒
に
残
土
処
理

を
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
。
例
え

ば
滝
入
地
区
の
窪
地
を
埋
め
れ

ば
処
理
が
出
来
る
の
で
は
。

建
設
課
答
　
道
路
周
辺
の
窪
地

を
埋
め
る
こ
と
も
考
え
た
が
、

残
土
量
が
大
量
の
た
め
困
難
。

企
画
振
輿
課
答
　
今
回
の
事
業

は
、
町
道
三
ツ
峠
２
号
線
の
バ

イ
パ
ス
道
路
で
あ
る
。

町
長
答
　
一
一
一
ツ
峠
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
路
整
備
を
山
の
開
発
に
つ

な
げ
た
い
。
そ
う
し
な
い
と
単

に
町
道
の
バ
イ
パ
ス
と
い
う
だ

け
で
は
、
町
が
潤
わ
な
い
。
ア

ク
セ
ス
道
路
が
整
備
さ
れ
た
後

に
、
開
発
地
区
へ
の
進
入
路
を

取
り
付
け
、
山
を
平
に
し
て
優

良
企
業
を
誘
致
す
る
な
り
し

て
、
開
発
地
区
が
優
良
地
区
と

な
る
よ
う
に
し
た
い
。
そ
う
す

れ
ば
ア
ク
セ
ス
道
路
に
１
０
億
円

く
ら
い
か
か
っ
て
も
、
十
分
に

取
り
戻
せ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
一
一
一
ツ
峠
に
都
留
か
ら
吉
田

に
ぬ
け
る
林
道
を
建
設
す
る
計

画
も
あ
る
の
で
、
進
入
路
を
林

道
に
も
つ
な
げ
た
い
。

問
　
示
さ
れ
た
ー
案
２
案
と
も

山
を
切
り
崩
し
道
路
の
敷
地
を

確
保
す
る
も
の
で
、
こ
の
際
ト

ン
ネ
ル
に
よ
る
ル
ｉ
ト
を
考
え

た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

町
長
答
　
工
事
の
負
担
は
１
０
億

円
以
内
と
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
こ
の
た
め
提
示
し
た
二
つ

の
案
と
も
に
事
業
化
は
困
難
で

あ
る
の
で
、
忠
魂
碑
付
近
に
約

２
７
０
ｍ
の
ト
ン
ネ
ル
を
掘

り
、
下
暮
地
の
グ
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
方
面
へ
抜
け
る
ル
ー
ト
も

計
画
し
、
再
度
調
査
を
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
議

会
の
ご
意
見
も
伺
い
た
い
。

　
山
の
開
発
は
、
山
か
ら
下
暮

地
の
方
面
に
土
を
落
と
し
て
上

を
平
ら
に
し
て
い
く
。
あ
ま
り

三ツ峠アクセス道路はここが入り口か

残
土
を
持
ち
出
す

こ
と
の
な
い
よ
う

な
設
計
も
考
え
た

い
。
か
な
り
の
金

額
が
か
か
る
が
２

万
か
ら
３
万
坪
く

ら
い
は
と
り
あ
え

ず
確
保
し
て
、
第

２
次
計
画
で
山
を

登
っ
て
い
け
ば
も

っ
と
広
い
土
地
が

あ
る
の
で
、
そ
こ

も
開
発
し
た
い
。

；

一
一
一
一
内
の
地
権
者
は
、
３
０
数
名
で
あ

一
岨
り
、
お
よ
そ
８
０
％
の
地
権
者
よ

一｝

；
り
立
ち
入
り
調
査
の
同
意
を
得

一
；；

て
い
る
。

；
；
　
今
後
の
事
務
と
し
て
、
基
本

；
葺
構
想
・
基
本
計
画
策
定
後
、
議

一
罰

一
一
｝
会
へ
も
説
明
申
し
上
げ
更
に
、

；

彗
地
権
者
へ
の
説
明
会
を
開
い

一一

一一
一
…
て
、
ス
ム
ｉ
ズ
に
ご
協
力
を
得

■
一

…
一
一
ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る
所
存
で

一
一
一
一
あ
る
。

■
一
－
■

一
一
一
一
　
　
　
三
ツ
峠
周
辺
事
業
と
グ

一
一
一
閻

一
一
一
一
　
　
　
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
活

罰
一

…
一
一
性
化
を
繕
び
付
け
る
こ
の
開
発

茱
一

一
一
一
一
は
適
当
と
考
え
る
。
と
同
時
に

一
出

一
一
一
一
地
権
者
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
住

葭
一

一
一
一
一
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
な
け

一
一
一
一
れ
ば
、
こ
の
大
き
な
計
圃
は
進

一一

一罰
行
が
難
し
い
と
恩
う
。
町
長
の

茱
一

；
提
唱
し
て
い
る
活
活
西
桂
の
藷

彗
彗
事
業
に
支
障
の
な
い
よ
う
な
資

一
；；

金
手
当
も
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

；
；
　
　
　
こ
の
よ
う
な
大
き
い
仕

；
　
　
　
事
に
な
れ
ば
、
い
か
に

一
一
一
一
し
て
補
助
金
を
持
っ
て
く
る
か

一
一
一
一
と
い
う
こ
と
も
一
つ
の
カ
ギ
だ

一
一
一
一
と
思
う
。
あ
ま
り
町
財
政
を
圧

一刮

一
一
…
迫
し
な
い
よ
う
な
計
画
で
や
っ

繧
一

一
一
一
一
て
い
き
た
い
と
思
う
の
で
、
ぜ

葭

一
一
…
ひ
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。
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一
一

一
蟹
一

二
一一

一
一
一
∴

一
、
一
ぷ

茗
　
　
生

民間ミニサ ッカー施設の状況は（調査）

（結果）人気とともに利用状況は好調、人工芝は多目的利用が可能

山
中
湖
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

概
裏
説
明
　
私
は
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
を
中
心
と
し
た
旅
館
経
営
を

し
て
い
る
が
、
最
近
は
テ
ニ
ス

利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
状
況

で
、
他
の
ス
ポ
ｉ
ツ
を
考
え
、

ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
に
目
を
向
け
た
。

５
人
で
で
き
る
手
軽
さ
、
最
近

の
人
気
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
。

　
小
学
生
か
ら
４
０
－
５
０
歳
の
社

会
人
の
方
々
が
来
て
い
る
。
西

桂
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
も
利
用
さ

れ
て
い
る
。
昨
年
は
ス
ポ
ン
サ

ー
も
つ
き
全
国
大
会
も
当
施
設

で
挙
行
さ
れ
、
今
年
は
予
選
か

ら
の
参
加
チ
ー
ム
の
べ
２
千
チ

ー
ム
で
、
決
勝
大
会
は
７
３
チ
ー

ム
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

　
環
境
に
恵
ま
れ
た
こ
の
地
に

レ
ジ
ャ
ー
と
ス
ポ
ー
ツ
を
目
的

に
家
族
連
れ
で
訪
れ
る
お
客
さ

ん
も
あ
る
。
小
さ
い
お
子
さ
ん

を
人
工
芝
で
遊
ば
せ
た
り
、
親

子
で
ボ
ー
ル
け
り
し
た
り
、
人

工
芝
の
た
め
、
多
目
的
利
用
の

展
望
も
あ
る
と
思
う
。

間
コ
ー
ト
の
下
は
土
か
。

セ
ン
タ
ー
答
　
そ
の
と
お
り
。

土
に
し
た
と
い
う
の
は
自
然
環

境
に
マ
ッ
チ
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
冬
霜
関
係
が
あ

る
の
で
、
地
盤
改
良
と
い
う
薬

を
混
ぜ
て
あ
る
。
ま
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
は
ひ
ざ
と
か
腰
に
負
担

が
か
か
る
。
し
か
し
寒
冷
地
の

た
め
維
持
費
は
か
さ
む
。

間
　
雨
は
浸
透
す
る
の
か
。

セ
ン
タ
ー
答
少
量
の
も
の
は

浸
透
す
る
。
た
だ
し
大
雨
の
と

き
は
Ｕ
字
溝
を
流
れ
る
。

問
人
工
芝
の
下
に
は
ク
ッ
シ

ョ
ン
が
入
っ
て
い
る
の
か
。

セ
ン
タ
ー
答
薄
い
フ
ェ
ル
ト

が
入
っ
て
い
る
。

間
　
地
下
に
水
抜
き
が
あ
る
か
。

セ
ン
タ
ー
答
入
っ
て
い
な
い
。

コ
ー
ト
全
体
が
か
ま
ぼ
こ
状
態

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
ま
た
全

体
に
勾
配
を
と
っ
て
あ
る
。
ま

た
フ
ェ
ル
ト
に
も
溜
ま
る
。

経営者｛右端）より説明を受ける議員１１人制のサッカー イベント広場としても利用される

９
日
説
会
運
営
委
員
会

　
◇
運
営
方
法
決
定

蝸
日
全
員
協
謝
会

　
◇
運
営
内
容
確
認

　
本
会
謝
開
会

　
麦
西
議
録
署
名
議
員
指
名

　
◇
会
期
の
決
定

　
◇
閉
会
中
の
委
員
会
継
続
調

　
　
査
報
告
＾
総
務
委
員
会
、
建

　
　
設
文
教
委
員
会
〕

　
◇
町
長
議
案
一
町
長
一
括
上
程

　
　
　
（
議
案
４
０
－
５
０
、
承
認
第
６

　
　
　
－
ｕ
一

　
　
　
一
括
説
明

　
◇
決
算
監
査
報
告

　
　
　
一
括
質
疑

　
　
各
常
任
委
員
会
付
託

　
本
ム
萎
散
ム
酉

　
連
合
審
査
ム
酉

　
◇
付
託
議
案
審
査

　
　
　
一
含
む
請
願
２
一

２
５
日
全
員
協
識
会

　
◇
運
営
内
容
確
認

　
本
会
醐
再
開

　
◇
付
託
議
案
総
務
委
員
長
報

　
　
告
＾
議
案
４
０
－
５
０
〕

　
　
　
一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
本
ム
姦
散
会

　
連
ム
□
審
査
ム
酉

　
◇
付
託
議
案
審
査

　
総
務
委
員
ム
酉

　
◇
所
管
事
務
調
査

３
０
日
全
員
協
識
会

　
◇
運
営
内
容
確
認
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公営ミニサ ッカー施設の状況は（調査）

（結呆）運動公園から転用、人工芝の下は土が疲れなくて良い

　　　　足柄
！御殿場線

轡場
　蘭

ｖ

雄＼雛
三島

伊

半
島

長泉町のこ案内

兄
／
原

　
咽

　
　
　
　
海

静閾

。。塑磐

至名古屋

グランドホッ ケーとの併用や施設の移動も可能

長
泉
町
教
育
委
Ｑ
会

概
要
説
明
　
運
動
公
園
を
ミ
ニ

サ
ッ
カ
ー
に
転
用
し
た
。
施
工

業
者
は
東
京
産
業
欄
、
人
口
芝
、

フ
ェ
ン
ス
、
こ
の
フ
ェ
ン
ス
は

Ｆ
Ｒ
Ｐ
フ
ェ
ン
ス
と
言
っ
て
、

中
に
水
が
入
っ
て
い
る
。
入
っ

て
い
る
時
は
人
の
力
で
は
動
か

な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
逆

に
水
さ
え
抜
け
ば
移
動
が
可
能

と
な
る
。
人
工
芝
は
移
動
可
能

な
の
で
、
他
に
用
地
が
あ
れ
ば

全
体
移
動
が
出
来
る
。

　
こ
の
グ
ラ
ン
ド
の
フ
ィ
ー
ル

ド
の
寸
法
は
幅
１
６
ｍ
、
長
さ
３
６

ｍ
で
あ
る
。
工
事
費
の
計
が
３

千
２
０
０
万
円
と
そ
れ
に
消
費

税
が
つ
い
て
合
計
３
千
２
．
９
６

万
円
で
あ
る
。
夜
間
照
明
の
工

事
を
施
工
し
、
４
７
８
万
９
千

５
０
０
円
（
消
費
税
込
み
）
で

あ
る
。
総
工
事
費
は
消
費
税
を

含
み
３
千
７
７
４
万
９
千
５
０

０
円
で
あ
る
。

間
業
者
が
東
京
産
業
と
一
冒
っ

て
い
た
が
随
意
契
約
と
い
う
こ

と
で
、
１
社
き
り
な
の
か
。

委
員
会
答
　
こ
の
製
品
（
Ｆ
Ｒ

Ｐ
フ
ェ
ン
ス
〕
は
三
菱
重
工
の

製
晶
で
あ
る
。
そ
し
て
東
京
産

業
が
こ
の
製
晶
を
扱
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

間
人
工
芝
の
下
は
「
ア
ス
フ

ァ
■
ル
ト
は
ひ
い
て
い
な
い
か
。

委
園
会
答
　
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
は

ひ
い
て
い
な
い
。
砕
石
で
平
ら

に
し
、
そ
の
上
に
砂
を
ひ
い
て
、

そ
の
上
に
砂
が
動
か
な
い
よ
う

に
特
殊
な
サ
ン
ド
ロ
ッ
ク
層
を

設
け
て
、
そ
し
て
人
工
芝
を
ひ

い
て
い
る
。
試
合
を
し
て
い
て

も
、
途
中
で
足
に
負
担
が
く
る

と
い
う
こ
と
は
な
い
。

問
　
人
工
芝
の
耐
用
年
数
は
、

ま
た
破
損
部
分
の
部
分
的
修
理

は
可
能
か
。

委
員
会
答
　
人
工
芝
の
テ
ニ
ス

場
を
見
る
と
、
１
０
年
位
が
耐
用

年
数
と
思
わ
れ
る
。
部
分
的
な

取
り
替
え
は
可
能
で
あ
る
。

本
会
議
再
開

麦
五
期
中
の
委
員
会
事
務
調

　
査
報
告
（
総
務
委
員
会
〕

◇
付
託
議
案
総
務
委
員
長
報

　
告
（
承
認
６
－
９
〕

　
一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

◇
付
託
議
案
建
設
文
教
委
員

　
長
報
告
（
承
認
１
０
，
１
１
〕

　
一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

◇
議
員
発
議
上
程

一
発
議
６
一

　
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

◇
一
般
質
問

　
＾
滝
口
憲
一
議
員
、

　
　
　
　
高
尾
嘉
一
議
員
〕

◇
閉
会
中
の
委
員
会
継
続
調

　
査
議
決
＾
総
務
委
員
会
、
建

　
設
文
教
委
員
会
、
議
会
運
営

　
委
員
会
、
議
会
広
報
編
集
委

員
会
一

本
会
諏
閉
会

一１３一

あ
な
た
の

　
　
請
願
・
陳
情
は

　
採
択
と
．
な
り
ま
し
た

請
願
２
　
「
道
路
予
算
確
保
に
関
す

　
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
請

　
願






